















情報技術'(IT)の 進歩 と普及に ともない、大学教育においても教育の中に情報技術 を取
り入れ ることが一般化 している。 いわゆるe一ラーニ ングが普及 し、多くの大学で教育用の
コンピュー タ導入が行 われている。特 に情報 リテラシーの教育のための集合教育教室の設
置 はほ とんどの大学に普及 している。
神奈川大学理学部情報科学科はもともと情報技術に関す る専門教育を行 う目的で、ワー
クステー ションを150台 規模で設置 し、利用 してきた。 このシステムは リテ ラシー教育に
も使 うために理学部全体の情報教育用の計算機設備 として運用 されている。
一方
、最近では学生個人 に携帯用のノ0ト 型パー ソナル コンピュー タ(以 下、ノ0ト パ
ソコン と呼ぶ)を 教育に活用す ることが有効であることが報告 されているので、本学情報
科学科において移動可能な個人計算機環境における専門教育の試行を行 うことに した。
2003年 度は集 中設置 された計算機 システムの他 に、2年 生全員にノー トパ ソコンを貸与
し、情報科学教育に活用す るプ ロジェク トを開始 した。2004年 度には新規2年 生全員にも
貸与するので、2,3年 生全員が携帯可能なノー トパ ソコンを持 ち、教育に活用す ることに
なる。
本プロジェク トでは次のよ'うなノー トパ ソコンの使用形態を想定 し、
・単独の計算機 『1
・集 中設置 された計算機(サ ーバ)と ノー トパ ソコン(ク ライアン ト)の 連携動作
ノー トパ ソコンの使用 目的 として以下の課題 をどの ように達成す るかについて研究 した。
・情報専門教育への活用
・教育の情報化への取 り組み
本報告 では、2003年 度に導入 したノー トパ ソコンによって、神奈川大学理学部情報科学






を高めるためには、計算機実習室のよ うに一定の場所だけでなく,通 常の講義室や 自習室,
あるいは自宅 といった様々な場所での学習環境 を整備することが重要 となっている。特に、
本理学部の教育用計算機室はマシンの必要台数を設置す るだけで満杯の状態であり、かつ
複数室に分割 されているために実習以外の講義を行 うにはスペース的にも設備的にも不適
当であった。 さらに理学部全体の情報教育 システムであるために競合が大き く、 自習環境
として も不十分であった。講義室でのマシン使用による演習が可能であれば、講義 と演習
の効果的な組み合せが実現できて教育の質が大 きく向上する と考 えられる科 目が少な くな
い。 このために情報科学科 として、2003年 度の理学部専門教育用計算機iシステムの入れ替
えに並行 して、情報科学科の学生にノー トパ ソコンを貸与 し、実習室システム とノー トパ
ソコンシステムを2つ のサブシステム とす る分散型 の専門教育環境を実現することを計画
した。情報科学科では2002年 度か ら、教職 「情報」のための要求条件 を満たす ことも考慮
して演習 ・実習に重点を置いたカ リキュラム改訂を行ってお り、ノー トパ ソコンサブシス
テムの導入はその実施 を推進す るものである。
ノー トパ ソコンの貸与の 目的を纏 める と次の ようになる。
・情報の授業における演習 ・実習の重視






、3年 次の2年 間とす ることにした。 これ は試行 として、予算面 と、次の
ような状況 にあることを考慮 して決 めた。








導入す るノー トパ ソコンは4年 間使用
することとし、2年 間貸与 した ら2年 後










図2.1貸 与 計 画
1
神奈川大学理学部情報科学科におけるノー トパ ソコンを利用した情報教育の試み
た。今回の試行 では2003年 度 と2004年 度の2回 に分 けてノー トパ ソコンを導入 し、貸与の
対象 は2002年 度入学生か らの4学 年 になる。(図2.1参 照。)
なお、ノー トパ ソコン利用授業 を4年 生や他学科 の学生が履修することを考慮 して、授
業時のみの貸与(短 期貸与)の ための台数 も導入することに した。
2.3ノ ー トパ ソ コ ンの 利 用 形 態 と要求 仕 様
ノー トパ ソコ ンの利 用形 態 を次 に示 す。
・授 業
①理 学部 計算機 室 マ シンの ク ライ ア ン トマ シ ン として(無 線LAN経 由)
② 学 内 ウェブア クセ スの クライ ア ン トマ シン として(無 線LAN経 由)
③ イ ンタ0ネ ッ トア クセ ス の クライア ン トマ シン と して(無 線LAN経 由)
④ 単独 のマ シ ン と して
・大 学 での 自習
・自宅 での 自習
利 用形 態 に基 づ き要求仕 様 を設 定 した。主 要 な項 目は次 の通 りで ある。
・ハ ー ドウェア の要件
① 高信 頼1生




②MicrosoftOffice(Word,Exce1,PowerPoint)(た だ しWindows環 境 で)
③ ワクチ ン ソフ ト(た だ しWindows環 境 で)
2.4導 入機 器





2003年 度は次の2講 堂に無線LANの 受信装置(ア クセスポイン ト)を それぞれ4台 設置
した。
・大講堂=61-251p堂(こ の講堂については、各机 に電源 コンセ ン トも設置 した。)
・中講堂:67-305講 堂






図2.2貸 与 したノー トパソコン
無線LANは 学 内LANに 接続 され てい る。
前期 ア ル ゴ リズ ム論1
オ ペ レー テ ィ ング シ ス テ ム
デ ー タベ ー ス論1
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後期 オ ブ ジ ェ ク ト指 向 プ ロ グ ラ ミ ング
コ ン ピュ ー タネ ッ トワ ー ク
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電子回路
情報科学実験1





コ ンパ イ ラ
情報科学実験II
表2.1ノ ー トパ ソ コ ンを利 用 す る科 目
2.6貸 与条件 および借用書
学生への貸与に当たっては、貸与の条件を示 して、借用書を提出 しても らった。付録B
に貸与条件を、また付録Cに 借用書のフォームを示す。
2.7授 業 での利用計画
授業での利用計画を表2.1に 示す。3年 次の授業での利用は2004年 度か らになる。なお、
物理系の科 目でも利用が計画 されている。
3.実 施 した教 育内容
3.1オ ペ レーティングシステム、コンピュータネ ットワークの教育(野 ロ健一郎)
3.1.1ノ ー トパ ソコン利用の 目的
「オペ レーティングシステム」は2年 前期 の必修科 目であ り、 これまでは講義主体で、
計算機室(理 学部および湘南ひ らつかキャンパス)を 使用 した実習 を2回 だけ行っていた。
ノー トパ ソコンを利用 して講義 時に実習も同時に行 うことにより、教育効果 の向上を 目指
した。 なお、必修科 目であることか ら、ノー トパ ソコン利用の導入教育の役割も果たす こ
とになった。なお、演習補助に助手をお願 い した。
「コンピュー タネ ッ トワー ク」は2年 後期の選択科 目である。 これ までこの科 目も講義
主体で、計算機室(場 所は同上)を 使用 した実習 を1な い し2回 行っていた。本科 目が教
職 「情報」 において規定 された科 目 「情報通信ネ ッ トワーク(実 習を含む)」 のための必
修科 目になったことに伴い、 この授業に実習 を増やす ことが必要 になった。
3.1.2ノ ー トパ ソコ ンの 利 用 方 法
(1)実 習 にお け る利用..一
]
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(a)オ ペ レーテ ィ ングシス テ ム
主要 な 実習項 目を下 に示 す。OSは ほ とん どLinuxを 使 用 した。 なお プ ロ グラ ミン グにつ
いて は授 業 時間 内で の完 了 は無理 な ので 、宿 題 と して、各 自ノー トパ ソコ ンを使 っ て完 成
させ る よ うに した。
・Windowsの 操作
・Linuxの 操 作
・OSを 使 うプ ロ グラ ミング
・フ アイル操 作
・プ ロセ ス に関す るプ ログ ラ ミング
・メモ リに 関す るプ ログ ラ ミン グ
(b)コ ン ピュ0タ ネ ッ トワー ク
主 要 な実 習項 目を下 に示す 。 ネ ッ トワー ク接 続 に は無 線LANを 使用 した が、 自由課 題 と
して 自宅等 か らのダイ ヤル ア ップ ア クセ スや 、有線LANを 使 ったイ ンターネ ッ ト経 由 の接
続 を行 わせ た。OSはWindows、Linuxの 両方 を使 用 した。
・計 算機 室 のマ シンへ の リモ ー トア クセ ス
・モデ ム を利 用 したア クセ ス
・ネ ッ トワー ク接続 と管理
・電子 メール(設 定、 メ ッセ ー ジの構成 な ど)
・WWW(ホ ームペ0ジ の登録 な ど)
・ソケ ッ ト利 用 プ ログ ラム
・ネ ッ トワー ク ・セ キ ュ リテ ィ
(2)教 材 の電子化
ノ0ト パ ソコ ンを情 報 の教 育 に利用 す るの に加 え、い わゆ る教 育 の情報化 の た めに も利
用 す る こ とを試 みた。 そ のた めに二つ の科 目共 、講義 資料や 演習 用資料 を電子化 して、そ
れ ぞれ の科 目用 のホー ムペ ー ジに載せ 、学 生 はホー ムペー ジか ら各 自の ノー トパ ソ コンに
電 子教材 を取 り込 む よ うに させ た。 この際 、次 の よ うな こ とを考 慮 した。
・講 義教材 は主 と してMicrosoftのPowerPointフ ァイル と して 作成 した。 オペ レー テ 府 ン
グシステ ムや コンピュ0タ ネ ッ トワークの内部 の動 作原 理 を説 明す るた めに、アニメー シ ョ
ン機 能 を利用 した。
・教員 の ノー トパ ソ コンの画面 をプ ロジェ クター を用 い てス ク リー ン に映 し、説 明 を行 っ
た。
・学生 に はPowerPointフ ァイル を各 自の ノー トパ ソ コンに取 り込 ませ 、教員 が ス ク リー ン
上で行 うのに合 わせ て、 アニ メー シ ョンの操作 を 自分 で も行 わせ 、 よ りよ く理解 させ るよ
うに した。
・予習 、復 習 を考慮 して 、ホー ムペー ジは学外 か らも閲覧 可能 に した。
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図3.1.2ア ニ メー シ ョン利 用 の 図 の例
(科 目は オペ レ}テ ィ ン グ シ ステ ム)
科 目のホー ムペ ー ジの例 を図$.1.1に 、 ま たアニ メ.一シ ョン を利 用 した 図の例 を図3.1.2に
示す 。 ・ ■ ・ ・.,
(3)課 題(実 習結 果)の 提 出 幽:
実 習結 果 を レポー ト等 と して提 出 させ たが く ノー トパ ソ コン利 用 に よ りそ の方法 も電 子
化 した。 コン ピゴー タネ ッ トワー クの実 習 も兼 ね て、 次の よ うな方法 を用 い た。
・ウェブベ ー ス の レポー ト支援 ジ ステ ム(HIPLUSonWeb)を 利 用
・電 子 メール で提 出 ・ .'.し ㌦.1㌃
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3.1.3利 用結果
(1)教 員か ら見て
2科 目とも、ノー トパ ソコ.ンを利用 した授業を混乱な く進めることができた。
(a)授 業 内の実習について
講義を行って、その後引き続いて講義 に関連す る演習 を行 うことは、授業運営面で効率
が良かった。ただ し、実習に掛かる時間は学生により大きなぱ らつきがあるため、授業時
間内に実習を終わらせ ることが難 しく、残 りを宿題 とせ ざるをえない ことが多かった。
オペ レーテ ィングシステムの講義では内部の動作原理の説明を主にし、また実習では利用
者向けの機能 を扱 うことにより、全体的な理解が しやす くなったと思われ る。
コンピュ0タ ネ ッ トワークの講義 も内部の動作原理の説明を主に している。実習はネ ッ ト
ワー クの リテラシー教育的な内容 が主になってしまった。ネ ッ トワ0ク の動作原理の理解
にもつながる実習方法が課題 である。
(b)電 子化教材による講義
教材の準備 には多 くの時間が掛かった。 しか し授業進行 については効率が良く、従来の
黒板への板書 と比べて、同 じ時間内に1.5倍 位 の内容を説明することができた と思われ
る。 これは説明内容が深 くなった反面、学生にとっては内容が多 くて、消化が難 しくなっ
た面があるのではないかと思われ、バランスが課題である。
アニメーシ ョンは、時間経過のある現象 ・動作を説明するのに、有効な方法であった。
教科書にある図は動かないが、アニメーシ ョンにして動 く図にすることによ り、分か りや
す さが増す。
(c)教 室設備について
2科 目とも大講堂を用いた。プロジェクターおよびスク リーン設備は従来か らのものだっ
たが、スクリーンを使用す ると、黒板が隠れて しまい、板書がほとん ど不可能だった。 こ
れは次のよ うな問題がある0
・すべてを電子化教材 で説明することにな り、学生の受講が受身 となって しま う。
父問1二勧義と演習を緯み合わせることで、円容の理解に幾立ちましたか









よく剰銅した289i 紬 稠 し嫡 ・ .欝,、 、灘 ミ料
① あまり利用しなかった ≫x
② 全く科用しなかoた3覧
図3.1.3オ ペ レー テ ィ ング シ ス テ ム ・ア ン ケー ト


















図3.1.4コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トワ ー ク ・ア ン ケ ー ト
・すべての教材を電子化す る必要があ り、教材の移行が大変である。
例えば、教室の前面を半分スク リー ン、'半分黒板 とし、普通の照明の下でもスクリーンが
見やすいよ うな強力なプ ロジェクターを導入す るのが よい。
(2)学 生か ら見て・'
最終授業の後 に学生のアンケ0ト を実施 した。主要な結果を図3.1.3、 図3.1.4示 す。ノー
トパ ソコン利用に対 して肯定的な回答が得 られた と考える。
3.2デ ータベース 論 、アル ゴ リズム 論 、情 報科 学 実 験(ソ フ トウ ェア編)の 教 育
(後 藤 智 範)
3.2.1講 義 テ キ ス トの 電 子 フ ァイ ル 化
筆者 は下記担 当科 目につい て、2000年 度 か ら随 時講 義テ キ ス トを電子 ファイル ーPDFフ ァ
イル化 し、筆者 のホー ムペ ー ジか らダ ウン ロー ド可 能 な形 態 を採 って き た。 下記 の全講義
につ いて 、板 書 の代 替 と して講義 テ キス トをプ ロジェ クター使用 に よ り100イ ンチス ク リー
ンに投 影 して講 義 を行 って い る。
(1)デ ー タベ ース論1、II
(2)ア ル ゴ リズ ム論1、H
(3)情 報科 学 実験1(ソ フ トウェア編)
2004年2月 時点 で、上記 の全 担 当講義 がPDFフ ァイル 化 され てい る。 講 義 内容 は、一 部 で
は な ぐ全 て に対 してで あ り、講 義 の 回毎 に1つ のPDFフ ァイル とな つて い る。 図3.2.1は 、
デ ー タベ ー 冬論1に 対す るホー ムペ ー ジ 、図3.2.2は 、情 報科 学 実験1(ソ フ トウェ ア編)
第6回 目の講 義 テ キス トPDFフ ァイ ル の 一部 で あ る。 電 子 テ キス トは 、 担 当科 目共 通 の
PASSWORD,USERIDに よ り、学 内、学 外 か らダ ウン ロー ドでき る。
3・2・2電 子 フアイル化の敦育上の効果 ・
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図3.2.1筆 者 のホ ー ムペ ー ジの 一 部 図3.2.2講 義 テ キ ス トの 一部
は公的印刷物(出 版社発行の教科書)と 板書の併用による従来の講義 と比較 し、以下のよ う
な利点が挙げられる。
(1)板 書が著 しく削減 されたことにより、講義の速度を上げることができた、言い換えれ
ば濃密 な講義 ができた。
(2)マ 般に、出版社発行の教科書は、ページ数上の制約があ り、字体 も単色で多 くとも二
色である。PDF版 テキス トは、このような制約 は全 く受けない。図3.2.2に 見 られ るよ うに、
本文、図共に多色化 され、重要な箇所を随意に様々な表現形式で強調す ることができる。
(3)教 科書、プ リン トいずれも紙媒体である限 り、フォン トサイズは物理的に固定 され る。
一方
、PDFで は、拡大、縮小によって文字 ・図両者共に崩れ ない とい う、視認性 において
際立った利点がある。学生は、ノー トパ ソコン上で、任意のサイズでテキス トを読む こと
ができる。
(4)特 に教科書を使用する場合、その改訂に時間的制約がある。一般に、教科書の、改訂
は発行後3年 以上が経てか らなされ る。電子テキス トであれ ば、改訂は年単位では無 く、
日単位で改訂、修正が可能である。特に、情報科学 のように学部 レベルで も教育内容の変
化が激 しい分野では、随時修正 し、これがテキス トに反映 されることは、教育上極 めて有
効である。
3.2.3学 生 のノー トパ ソコン使 用の講義形態
2003年3月 までは、受講者が講義 開始前に当該PDFフ ァイル をプ リン ト出力 し、講義時に
これを見なが ら受講す る、 とい う講義形態であった。2003年4月 か ら受講者全員に対する
ノー トパ ソコンが供与 され たこと、また筆者の講義は全て無線LAN設 備 がある教室 で行 わ
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れ ることにより、上述のテキス トの電子化 との併用によりさらなる教育上の効果が挙げ ら
れ る。
(1)講 義時に、ノー トパ ソコンを持参す ることによ り、講義内容は任意のフォン トサイズ
でディスプ レイ画面上で見ることができるため、プ リン ト出力は必要無 くなった。
(2)従 来は、 自宅でのPCの 所有/未 所有によるデジタルデバイ ドが存在 した。 これは、特
に演習科 目(筆者 の場合には、情報科学実験 一ソフ トウェア)に おいて顕著であった。PC未
所有者はプログラム作成 を大学の演習室の空き時間で しかできないが、所有者は自宅 にて
多くの時間を費やす ことができる。同一性能のPCが 全員に供与 され ることによ り、 この問
題は完全に解 消された。
(3)一 般に、講義では教科書だけではな く、様々な教材一補助資料 を必要 とす る。筆者担
当の講義、データベース論1、nも 例外ではない。当該講義について、講義 内容 を補強す
るのに必要な様々な知識 ・データは、インターネ ッ ト上に豊富に存在す る。 これ らについ
ても資料 として授業で利用 している。講義時に、ノー トパ ソコンを持参することにより、
講義 時に受講者 自身が リアル タイムでインターネ ッ トのサイ トを参照す ることができるよ
うになった。
3.2.4今 後の計画
上述のように、板書を必要 としない完全講義電子テキス ト・電子化 された補助資料 とノー
トパ ソコンの相互利用によるさらな る効率的教育を実現す るために以下を計画 している。
(1)電 子小テス ト
小テス トをWord等 で作成 し、当該講義の開始直前にホー ムページに掲載す る。受講者は
講義時 にダウンロー ドし、所定時間内に回答 をWordで 作成 し、これをア ップロー ドす る。
(2)講 義内容 の録音
講義 内容 を録音 しmp3等 のformatに 変換 してホームペー ジに掲載する。講義 を欠席 した
場合でも、PDF講 義 ファイル を参照 し、当該講義の録音内容 を聞けば、出席 した場合 と、
内容上同一の情報を得ることができる。
3.3電 子回路の教 育(内 田啓一郎)
3.3.11T専 門教育 と しての電子 回路授 業におけるノー トパ ソコン利用
電子回路 の講義用にテキス トを作成 し(A4で 約60ペ ージ程度)、 これ を授業用のホーム
ページに登録 した。テキス トはPDFフ ァイル に したが、その理由はOSの 種類 によらず読み
取 ることができること、改窟 しにくい ことによる。テキス トはWordを 利用 したが図表の作
成には労力を要 した。 さらに数式の作成 にも時間がかか り、面倒 であった。 この資料作成
には2ヶ 月近 くの時間を費や した。
テ キス トは説明図表 を利用 し、なるべ く易 しい表現で説明 した。予習復習用の資料 とし
てはこのテキス トを推奨 し、ハー ドコピーが必要な ら、学生が自らプ リン トするように指
「_
神奈川大学理学部情報科学科におけるノー トパ ソコンを利用 した情報教育の試み
示 した。
上記のテキス ト中の図表やテキス トの主な内容をまとめてプ レゼンテーシ ョン資料を用
意 した。 これはPowerPointで 作った。授業では、プ レゼ ンテーシ ョン用資料 をプロジェク
タ0で スクリ0ン に投影 して説明 した。上記ホームページにもこのプ レゼンテーシ ョン資
料を登録 した。
授業中にスクリーンが見にくい場合は学生 自身のノー トパ ソコンでホームページに掲載
されている図表 を見るように指示 した。講義室のスク リー ンやプロジェクターの輝度な ど
設備環境が不十分だったので、学生各 自のノー トパ ソコン上で鮮明な講義資料を見ること
ができることは好評であった。通常教室ではプ ロジェクターやノー トパ ソコンを教員が持
ち込み、セ ッ トアップするのに時間がかか り不便であったため、設備増強や改善 を事務部
門に要求 した。今後早急 に改善が予定 されているため、授業環境が向上することが期待 で
きる。
プロジェクター資料によるプ レゼンテーシ ョンで講義を進 めることは、資料 さえできて
いれ ば、講師にとっては負担が少な く、説明も資料に従って容易 に進め られ るため便利 で
ある。 しか し、丁寧に授業を したつも りでも、それな りのスピー ドで講義説明が進行 して
しまい、学生にとって分かったっ もりにはなるが、説明内容 は頭の中を素通 りして しま う
よ うである。授業では初めての知識 を吸収す るのであ り、理解す るためにはそれな りの時
間が必要である。従来の板書には学生 自らが書 きそれな りの時間で咀囑できる効果があ り、
理解す るプ ロセスとしては有効である。 したがって、授業では板書作業を意識 して行 うよ
うに した。同 じ内容でも敢 えて黒板に書いたほ うが理解 しやす く、プレゼンテーシ ョン資
料の補足 もしやすいか らである。学生へのアンケー トでも数人の学生か ら板書す ることの
要望があったため、 この方式の有効性 を検証 したことになった。 しかし、きれいな図表 が
手持ち画面に現れ るので、わざわざもう一度板書を写す手間をかけない学生も多かったよ
うである。学生は上記のテキス トを後 に述べるミニテス トの解答作 りに利用 していること
がアンケー トで分かった。 自宅での予習復習に利用す るかどうかの調査はしていない。
時間をかけて板書による授業のほ うが学生の頭 に記憶 され るのか、演習的な別の手段 に
よって学習させた方がよいのかについての検討は、今後の課題である。
授業効果の一例 として2002年 度 と2003年 度 との比較を してみる。2002年 度ではノー トパ
ソコンを使った授業はやっていなかった。ただ し授業用のテキス トはホームページには登
録 していた。テキス トのプ リン トは学生個人に任せ 、特に配布 もしなかった。従って、板
書主体の授業 と言っても良い状態であった。2003年 度の期末テス トの出題は2002年 度 より
記述 問題が増 えて難 しくはなっているが、その平均点は2002年 度の期末テス ト平均点に比
べてやや悪 くなった。 この結果ノー トパ ソコンの利用は理解度には効果がなかった といえ
る。その原因の究明が必要である。
アンケー トによるその他の意見は次の通 りである。
・PDFで な くPowerPointフ ァイル形式でホームページに載せてもらえば自分のメモをP
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owerPointの ノー ト欄 に記入 す るこ とが で き便 利。
・Linuxに よって レポー ト解答 が 可能 に な るよ うに して欲 しい。
・PowerPointの 授 業 用資 料 をプ リン トア ウ トした いの で、PDFは 縮 尺版 に して欲 しい
(例 えばプ レゼ ンテー シ ョン資料4ペ ー ジ分 を1枚 に圧 縮)
以 上 の よ うな試行 結果 を踏 ま えて 、ア ンケー トも参考 に して、 よ り学習効 果 を高 め る工
夫 を してい きたい。
3.3.2教 育の情報化 と しての レポー ト管理 システムの適 用
授業の理解度を把握するために、ミニテス トを実施 した。新規に導入 した電子的な レポー
ト管理システム(HIPLUSonWeb)を 利用す ることに した。 できるだけオンラインで ミニテ
ス トの解答 を得 られるようにするつ もりだったが、'このシステムの運用に慣れていなかっ
たため、 うまく運用できずに終わった。登録手続 きに手間取 った りしたため、提出期 限を
1～2日 与えることにな り、それを最後まで引き継 いで しまった。 レポー ト提 出管理 として
は成功 したが、 ミニテス トの運用効果 を低減 して しまった可能性がある。多少問題はあっ
たが、 このシステムを試行することは研究 目的の1つ として考え、運用を継続 した。
電子的な レポー ト提出方式は、事務処理的には管理の信頼度の向上、事務処理作業の効




学生からのアンケー ト結果 は次の通 りである。
・家 に帰ってか らレポー トを提出できるので時間の余裕がある。
・ミニテス トの解答例を出して もらうとさらに勉強になる。
今後は ミニテス トとしてのオンライン的な演習 と、時間をかけて考 えさせ る レポー トの
2種 類を分 けて運用する とより効果があが ると思われ る。
さて、この電子的 レポー トシステムには問題点がある。電子的なコピーが簡単にできる
ことである。同 じ間違いをしている解答が10数 例有った場合があ り、学生には情報倫理の
問題 として コピーの禁止 を促 した。手書き解答の昨年度には同一解答は数件 に留まってい
た。 ミニテス トに対 して学生間での相談を禁 じてはいないが、電子的 コピー問題 は今後の
課題である。 リアル タイ ム解答にすれば、この問題は低減す ると思われる。時間をかける
レポー トとしては個人の思考 を反映す るよ うな問題を作 る必要がある。
これ らの経験 を有効に生か し、2004年 度 も教育効果 を挙げ、同時に教育事務作業の効率
化 を図る工夫を してい く所存である。
3.4Java言 語の教育(桑 原恒夫)
オブジェク ト指向プ ログラ ミングとい う科 目名でJava言 語の基本文法 を教授 した。登録
受講生は約130名 であったが、 出席 が少 ない ときは90名 前後の ときもあった。担当 した教
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員は報告者1人 であった。
3.4.1教 育内容お よび教 育方法
90分 の授業で前半が講義、後半が演習 とい うスタイルで行った。演習は(2)で 述べるCAI
(ComputerAidedInstruction)に よる穴埋め式問題 を利用 した演習が大半であったが、G
UIに よるイベン ト処理、ファイルアクセス、アプレヅ トによるアニメーシ ョン作成の3回
だけ(3)で 述べ るソースコー ド作成演習 を行 った。上記すべての局面でノー トパ ソコンを
利用 した。各々の詳細について以下に述べる。
(1)講 義
講義では電子教材 をプロジェクターで投影 し、スライ ドショウを利用 して授業を行った。
電子教材はPowerPointで 作成 し、Webサ イ トに置いて学生に自由にダ ウンロー ドさせた。
遅 くとも講義の前 日には電子教材 をア ップロー ドし、事前にダ ウンロー ドす ることも可能
なように配慮 した。学生は(2)や(3)で 述べる演習の際にもこの電子教材 を自分のノー
トパ ソコン上で閲覧 してよく利用 していた。
(2)CAIに よる演習
Web上 で穴埋め式問題を行えるシステムを作成 し、これ を利用 した演習をほぼ毎時間行 っ
た。 問題 の例 を図3.4.1に 示す。 このCAIで はJavaの ソースコー ド1行 分をところどころ空
欄に しておき、学生が空欄を埋めてボタンを押す と正誤判定が行われ、不正解 の所 は解答
が消えて何度で も問題 に取 り組めるよ うにした。
また教員 は自分の ノー トパ ソコンのWeb画 面上で学生の取 り組み状況(現 在取 り組んで
い る学生名、問題に正解 した学生名)を 問題 ごとに リアルタイムで把握できるよ うにして
ある。その様子を図3.4.2に 示す。 この機能を利用 して教員は演習の終了や ヒン トの授与
などの運営方針を決定 して授業を進行 させた。
なお本 システムではアンケー ト機能 も付随 させている。それを利用 して毎回アンケー ト
を採 り、その結果 を次の授業に反映 させ た。
問題
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図3.4.2CAIに よ る学 習 進 捗 状 況 の
リアル タイ ム把 握 画 面(教 師 用)
図3.4.1CAI画 面(学 生 用)
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(3)ソースコー ド作成演習
前述のよ うに3回 の授業 に限って ソース コ0ド 作成演習 を行 った。プ ログラ ミング言語
の教育であるので毎時間 ソースコー ドの作成を行 うのが望ま しいのは間違いないだろ う。
しか し本講義は半年間1コ マの授業であること(別 途演習の時間が併設 されてお らず、そ
れでJavaの ひ ととお りの文法知識 を身に付け させよ うとした こと)、 実習時のアシスタン
トがいない ことな どか ら毎時間の ソースコー ド作成演習は断念 し、その代わ りに(2)で 述
べたCAIに よる演習を多用 した。
さて ソースコー ド作成演習において、本質的ではないが多少の トラブルがあった。それ
は本 ノー トパ ソコンシステムのネ ッ トワーク環境が無線LANで あったために利用す るフリー
ソフ ト(約50MB)の ダウンロー ドに多大の時間がかか り、当初ダ ウンロー ドを計画 した 日
にはほ とんどの学生が終 らなかったこと、その後の環境設定に戸惑 う学生が多発 し、教員
1人では全員 の環境設定のサポー トになかなか手が回 らなかったことである。
また3回 の ソース コー ド作成演習では多 くの学生が未完了に終わった。最後に模範解答
を配布 して要点 を説明 したが、所期 の目的 とした教育効果を達成できたか どうかは疑問が
残 る。 これは教員1人 で多数 の学生の ソース コー ド作成演習をサポー トすることが難 しい
こともあるが、ソースコー ド作成演習をJavaの 講義が進んで内容 が難 しくなってか らいき
な り始 めたことにも起因していると考えている。む しろ授業内容 を多少削って も最初のや
さしい段階か らソースコー ド作成演習を始 めるべきであった。ただ しCAIに よる演習 も3.4.
2項 で述べるアンケー トでは好評 であ り、両者 を並行 して進める工夫が必要であると考 え
ている。
3.4.2学 生へのア ンケー ト結果
毎時間終了後にもアンケー トをとったが、それは毎時間の授業の進め方(進 度、難易度、
理解度)を 問 うものであった。それ とは別に最終授業の後に半年間の授業の進 め方 につい
てのアンケー トをとった。 ここでは後者 について報告する。 アンケー トの項 目は以下の通
りである。
(1)Webで 電子教材 を配布 した ことは良かったですか?
(2)ス ライ ドショウを利用 した授業は良かったですか?
(3)穴埋め式の演習問題 は良かったですか?
(4)実 際にソースコー ドを作成 し実行する演習は良かったですか?
(5)こ の授業全体 を100点 満点で点数 を付けてくだ さい。
(6)授業の方法について意見をなんでもご自由に書いて くだ さい。
この うち(1)～(4)は 「良かった、まあ良かった、普通、あま り良くなかった、良くなかっ
た」の5段 階評価、(5)は100点 か ら0点まで10点 きざみの11段 階評価、(6)は400字 以 内の自
















(1)～(4)の 結果を図3.4.3に 示す。すべての項 目で肯定的な評価が否定的な評価を上回っ
ている。特に電子教材の配布やスライ ドシ ヨウを用いた講義方式 に高い支持 が集まってい
る。報告者 はノー トパ ソコンを利用できない環現でC言 語の教育を同 じ方式で行ったが、
その授業でのアンケー トでは両者 ともこれ ほど高い評価 は得 られなかった。(電 子教材配
布は 「良かった、まあ良かった」合わせ て本講義では74%に 対 しノー トパ ソコンを利用 し
ない講義では54%、 スライ ドシ ョウは 「良かった、まあ良かった」合わせて本講義では74
%に 対 しノー トパ ソコンを利用 しない講義では50%。)こ れは教員が提示するスライ ドシ ョ
ウを自分の ノー トパ ソコンで同時に見 られ ることが本授業による好意的な評価に繋がって
いると考えられ る。
なお演習 ではCAIの ほ うが実際の ソ0ス コー ド作成 より高い評価を得ている。 しか しこ
れは3.4.1項 の(3)で 述べた ようにソースコー ド作成演習の方法が良 くなかったため と思わ
れ る。前述 したC言 語の授業では講義 とは別 のコマで毎時間 ソースコー ドの演習を行い、
しかも教員3名(報 告者+助 手2名)、 学生アルバイ ト4名でサポー トした。その結果、アン
ケー トでは 「良かった、まあ良かった」合わせて63%の 高い評価を得ている。
図3.4.4に(5)の 結果を示す。好意的な評価が多 く、 ソースコー ド作成演習の方法 など反
省点はあるもののノー トパ ソコンを使った本授業は概 して成功だった と判断され る。
なお(6)の 自由記述アンケー トでは同 じ方式に正反対の意見が寄せ られ るなど学生ごと
の多様性 を改めて認識 させ られた。 またかな り率直な意見 も寄せ られ、口頭で直接意見 を
述べ ることが苦手でもネ ッ ト越 しだ と本音を述べ られるとい う現在の学生気質も垣間見 ら
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まずノー トパ ソコンを利用 した本システムの運用状況について考察す る。
ノー トパ ソコンは導入 当初 よ り問題な く動 き、授業等に利用できた。 これ はパ ソコン単
体の購入ではな く、いわばシステム品として、ベンダーに ソフ トウェアのインス トールや
システムの初期設定を済ませて もらった ものを導入 し、また ソフ トウェア ・システムを容
易に復原す る手段(ト ラブル時のため)を 提供 してもらったことが寄与 していると考える。
一例 として
、導入前はLinuxで は無線LANが 動かないことが懸念 されたが、ベ ンダ0の 努力
によ りこれも問題な く動いた。 一
無線LAN(802.11b規 格ベース)の 性能については、百数十名 の授業で教材へのアクセス
や教材 のダ ウンロー ドを行 う範囲ではほぼ問題なかったが、大きな ソフ トウェアの一斉ダ
ウンロ0ド などは無理であった。 なお、ノー トパ ソコンに組込みの無線LAN接 続機能 は世
の中の多くの機種 と同 じ国際規格べ一スで、全体で3チ ャンネルの同時通信 しかできなかっ
た。そ こで、 日本規格にも対応 している無線LANカ ー ドを一部の ノー トパ ソコンに装着 し、
全体で4チ ャンネルの同時通信が行 えるように した(教 室のアクセスポイ ン ト4台 がフル
に使 える)。
、セ キ辛 リテ ィについては、ノー トパ ソコンを 自宅に持 ち帰 るとい う使い方をす ることも
あ り、注意 を払 った。 ワクチンソア トをあらか じめ組み込んだ こと、 ソフ トウェア更新
(WindowsUpdate)を 必ず行 うよう指導 したこ と、また無線LANは 理学部計算機室のファイ
ア ウォールで守 られる接続であったことによ り、幸いに して問題が出ていない。
4.2教 育効 果
(1)演習での利用
演習での利用は情報関連技術 の実習形式(プ ログラ ミングな ど)の 演習 とβ一ラーニング形
式の演習(ぺ._._パ ーテス トや レポー トの電子化)と に大別 される。実習形式の利用は情報
科学科な らではの利用であ り、本来 この形式での多様な利用が期待できる。 また実際にも
有効 に利用 された。ただ し十分な効果を挙げるためには周到な準備 とそれな りの運営体制
(補助員の利用など)が 必要であることも事実である。
e一ラ0ニ ング形式では学習効果や教育効率上の利点があ り学生にも好評である。 この う
ちCAI形 式のe一ラーニ ングでは正誤判定 を学生にフィー ドバ ックして何度 も トライ させ る
ことが可能である。 これは学習効果上大きなメ リッ トである。また学生の進捗状況 をリア
ルタイムで把握す ることもでき、授業運営に有効に利用できる。なお レポー ト提出形式の
e一ラーニングでは電子的なコピ0の 弊害が指摘 された。 これは今後の重要な課題 といえる。
(2)電 子教材の配布
各教員 とも教材 を電子化 して学生に配布 し、授業の際にはそれ と同 じ内容 をプロジェク
ターで投影 して授業を行 ってい る。本方式 に対する学生の評価 は概ね好評である。また教
コ_
神奈川大学理学部情報科学科におけるノー トパソコンを利用した情報教育の試み 129
員側からも多色化、拡大 ・縮小、動的表現(ア ニメーシ ョンなど)な どの利点や講義のス
ピー ドア ップ、修正の容易化などの利点が指摘 されている。また学生が演習時にこの電子
教材をよく利用 していることも報告 され、ノー トパ ソコンの有効性が裏付 けられている。
反面速 く進みす ぎることによって学生の理解が不十分になることへの懸念 も表明 され、板
書の併用が提案 されている。また教材作 りに多くの時間がかかることもデ メリッ トとして
指摘 された。またノー トパ ソコンによる授業を支援する教室設備 の充実の必要性 を指摘す
る教員の意見もあった。
(3)イ ンターネ ッ トの利用
イ ンターネ ッ ト上の情報 を補助教材 として利用す ることの有効性や 、インターネ ッ トを
介 して学生が 自宅で学習す ることの有効性 について教員 より積極 的に評価す る意見があっ
た。ただ し大きなファイル を授業中にダウンロー ドする際にはネ ッ トワーク負荷を考慮す
る必要があるな どの指摘 もあった。
4.3そ の 他
3.1。3項 や付録Aの 学生 ア ンケー トに示す よ うに学 生 は 自宅等 で の学習 を含 め ノー トパ ソ
コンを よ く利用 し、有効 に活用 してい る。
5.ま とめ
2003年 度 よ り神奈川大学理学部情報科学科で学生へのノー トパ ソコンの貸与が開始 され
た。それ を利用 した授業を通 じて4名 の教員 がノー トパ ソコンの利用 による情報教育を実
践 し、その有効性 を検証 した。その結果、電子教材の配布や演習でノー トパ ソコンが効果
的に利用 されたことが教員 の所見ならびに学生のアンケー トよ り示 された。またイ ンタ0
ネ ッ トの利用により補助教材の利用や学生の 自宅学習で も効果があるとい う指摘 もされた。
ただ し電子教材化では板書のような"間"が 取れないこと、 レポー ト提 出では電子的 コピー
の弊害もあること、実習形式で効果を上げるためにはそれ なりの準備 と運営体制が必要な
ことも指摘 された。
2004年 度には本学科でノー トパ ソコンを利用 した授業がさらに増える予定である。 これ
によ り情報の教育だけでなく教育の情報化へのノー トパ ソコンの寄与がますます大 きくな
る。 それ だけに教育手法や教室設備を含 めたシステム運営面の改善を進めていかなければ
な らない。本報告がそのためのノウハ ウ蓄積 に役立てば幸いである。
r
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付 録A ノー トパ ソ コ ンの 利用 に 関す る ア ンケー トの結 果
授業におけるノー トパ ソコンの利用 については各
担当教員が調査 しているので、授業以外での利用実
態を把握することを 目的として、 アンケー トを前期
末 および後期末 に実施 した(以 下、図中の数字は百
分率を表す)。 なお以下のアンケー トの文面ではノー
ト型パ ーソナル コンピュータをノー トPCと 記 して
いる。
A.1前 期 末に お けるア ンケー トの結果
ア ンケー トの基本 情報 は以 下 の通 りで あ る。
ア ンケ ー ト配布 対 象者 情報 科学 科2年 生
ア ンケ ー ト配布 日2003年7月22日
ア ンケ ー ト回収締 切 日2003年7月31日





o無 線LANで インターネ ッ ト
oタ イピング練習 ・操作練習
ノー トPCの 貸与の当初 の 目的 として、 自宅で も利
用 されることを意図 していたが、実態 として も利用
されていることがわか る。操作練習を しているとい




A.1.1大 学 で の 利 用
1.ノ ー トPCの 使用 を指 定 され た授 業 がな い 日で も、
ノー トPCを 大 学 に持 って くるこ とが あ りますか?
ある ない 無回答
.o
2.ノ ー トPCの 使用を指定 された授業以外の授業で
ノー トPCを 利用 しましたか?
A.2後 期 末 にお けるア ンケー トの結 果
ア ンケ ー トの基本情 報 は以下 の通 りで あ る。
ア ンケ ー ト配 布対 象者 情報 科 学科2年 生
ア ンケ ー ト配 布期 間2004年1月19日 ～23日
ア ンケ ー ト回収締 切 日2004年1月31日
ア ンケ ー ト回答率72.3%(回 収数102)
A.2.1利 用 につ いて
1.あ な たは、 ノー トPCシ ス テム を有効 に活用 す る






oWordを 利用 して、ノー トがわ りに利用 した
oレ ポー ト作成な ど
oプ ログラ ミング演習で利用 した
o心 理学で(字 だ けの講義 ではノー トよ りも使 い
やすい)
01年 の授業の学びなお し、サークル活動
o英 語 の和訳のとき利用 した
oイ ンターネ ッ トで情報 を調べた り、 内容を整理
した りした
これ らの結果 によ り、 ノー トPCの 利用 を指定 され
た授業以外の場面で も、有効 に活用 していることが
わかる。
この結果よ り、学生の満足度が非常 に高か った こと
が窺え る。
なお、本ア ンケー トでは、故障状況や運用におけ













(1)貸 与対象者は、2003年4月 現在 で理学部情報科学科2年 次生 として在籍する学生全員 とする。
(2)貸 与期間は、2.003年 度および2004年 度の2年 間とする。ただ し休学期間中は貸与を受けるこ
とはできない。
(3)貸 与物件は、 ノー ト型パーソナルコンピュータ本体および付属品一式(以 下 ノー トPCと 呼ぶ)と す
る。
2.使 用
(1)ノ ー トPCは 情報科学科 における教育のために使用する。すなわち、指定 された授業で使用す るほか、
課題演習、 自習のために使用する。 また、大学生活における知的 ツール として各人の判断で使用することが
できる。
(2)使 用場所 は大学のほか、(1)の 目的で自宅等でも使用できる。
(3)神 奈川大学により教育の 目的に沿わない と判断 されることには使用す ることができない。
(4)ノ ー トPC本 体および必要な付属品を授業で使用す るために、指定された授業に持参 しなければな ら
ない。
(5)指 定 された授業での使用 にあたっては、教員 の指示があるときは、ノー トPCを 他の学生 と共用 して
使用す る必要がある。
3.管 理
貸与を受 けた者 は、 ノー トPCを 責任を持 って管理 しなければならない。
(1)授 業 および課題演習で支障な く使用できる状態に保たなければな らない。
(2)精 密機器であることを認識 し、取扱い、運搬、保管には充分注意 して、不注意による破損、故障な ど
を起 さないように しなければな らない。
(3)教 員の指示があるときは、指定 されたソフ トウェアまたはその更新情報 のイ ンス トールを行わなけれ
ばな らない。
(4)ノ ー トPCが ウィルスな どの不正 プログラムに感染 しないよう、充分な注意を払 うこと。信頼 できな
い外部の情報(プ ログラムやデータ)を 取 り込 んではな らない。
(5)ノ ー トPCが 操作 ミスな どの原因で動かな くなった ときは、指定 された手順で回復処理 をしなければ
ならない。
(6)ノ ー トPCの 製品側の原因による故障が発生 したと思われ る場合 は、すみやかに申 し出るとともに、
故障箇所の特定 に協力 しなければな らない。
(7)ノ ー トPC本 体またはその付属品が盗難 に遭 わないように充分注意 しなければな らない。やむをえず
盗難 に遭 った場合は、すみやかに申 し出るとともに、盗難 の捜査 に協力 しなければな らない。
4.法 律、契約、規則等の遵守
ノー トPCの 使用にあたっては、法律、 ソフ トウェアのライセ ンス契約などの契約、および神奈川大学、理
学部ない し情報科学科が定める規則等を守 らなければならない。
5.紛 失の場合および故意または過失に起 因す る盗難、故障の場合の弁償
ノー トPC本 体 またはその付属品を紛失 した場合、および故意 または過失に起因す る盗難や故障が発生 した
場合は、実費を弁償 しなければならない。
6.返 却
(1)2004年 度の授業期間終了後の指定 された期 日までに、 ノー トPC本 体および付属品一式を返却 し
なければな らない。なお、退学、休学などの学籍の移動が生 じた場合は、すみやかに返却 しなければならな
い。
(2)返 却 に際 しては、 ノー トPCの 状態を貸与時と同等の状態に戻 しておかなければな らない。 以上
132 年 報2003
付録C
ノー ト型パー ソナル コンピュー タ借用書
神奈川大学理学部情報科学科主任殿
私は 「ノー ト型パーソナル コンピュータ貸与条件」 に従い、 ノー ト型パーソナル コンピュータ(ノ ー ト
PC)一 式を借用 します。退学、休学などの学籍の移動が生 じた場合は、貸与 されたノー トPCを すみや
かに返却 します。 ノー トPC本 体またはその付属品を紛失 した場合、および故意または過失 に起 因する盗
難や故障が発生 した場合は、実費を弁償 します。 一
借用期間2003年4月 か ら2004年 度授業期間終了後の指定 された期 日まで
借用品目 ・ ノ ー トPC(富 士 通FMV-612MG3)本 体
(モ バ イ ルCeleron1.2GHz、13.3型TFT(XGA)、 メ モ リ256MB、 デ ィ ス ク20GB、
CD-R/RWド ラ イ ブ ユ ニ ッ ト、802.11b無 線LAN・ 有 線LAN・ モ デ ム 内 蔵 。
MicrosoftWindowsXPProfessiona!MicrosoftOfficeXPStandard
RedHatLinux、 ウ ィ ル ス バ ス タ ー コ ー ポ レ ー トエ デ ィ シ ョ ン搭 載 。)
・FDDユ ニ ッ ト(USB)
・増 設 用 内 蔵 バ ッ テ リユ ニ ッ ト
・ACア ダ プ タ
・ACケ ー ブ ル
・モ ジ ュ ラ ー ケ ー ブ ル
・CD-ROM(ソ フ トウ ェ ア/マ ニ ュ ア ル)
・ リ カ バ リCD-ROM×3
・ ドラ イ バ ー ズCD
・取 扱 説 明 書
・安 全 上 の ご 注 意 シ ー ト
・MicrosoftWindowsXPProfessionalフ ァ ー ス トス テ ッ プ ガ イ ド
2003年 月 日
学籍番号
学生氏名 口匠
(以下は借用時記入)
製造番号(本 体) S'/NR
MACア ドレス(無 線)
管理番号
